
 
第 28 回 

視覚障害リハビリテーション 
研究発表大会 
 

会期 2019 年 7 月 26 日（金）～28 日（日） 
 
会場 盛岡市民文化ホール ・ マリオス（盛岡地域交流センター） 
     ※いずれも JR 盛岡駅西口より徒歩 3 分 

 

大会テーマ 視覚リハの最先端と最前線 
主なプログラム 

●特 別 講 演  福島発！ 視覚リハのネットワークづくり 
    講師:八子 恵子（福島県ロービジョンネットワーク 代表） 
●シ ン ポ ジ ウ ム １  多様な就労、個別のニーズに応じた挑戦 

                Ḙ就労継続支援 B 型事業所の取り組み 
    演者:千田 裕子（認定 NPO 法人ビートスイッチ 就労継続支援 B 型） 
         古橋 友則 （NPO 法人六星 ウイズ蜆塚） 
         金子 楓（社会福祉法人あかね ワークアイ・船橋 ワークアイ・ジョブサポート） 
    座⾧:吉野 由美子（視覚障害リハビリテーション協会 前会⾧） 
         阿部 直子（仙台市視覚障害者支援センター アイサポート仙台） 
●シ ン ポ ジ ウ ム ２  自分たちは何ができるのか？ 福祉用具提供の現場から 
    演者:玉川 久美子（有限会社ルート） 
         本田 孝文（株式会社ヨネザワ） 
         村井 孝典（日本盲導犬協会仙台訓練センター） 
    座⾧:良久 万里子（鹿児島県視聴覚障害者情報センター） 
         小泉 大介（株式会社トラストメディカル） 
●特 別 企 画  災害時の視覚障害者の支援について 
    演者:現在調整中 
    座⾧:佐渡 一成（さど眼科 院⾧） 

●口頭発表・ポスター発表  発表演題 63 題 
 
 
              大会参加費  ※大会ホームページからお申し込みください。 

事前参加
登録 

視覚障害リハビリテーション協会会員 5,000 円、非会員 7,000 円、 
学生 1,000 円 

当日参加
登録 

視覚障害リハビリテーション協会会員 6,000 円、非会員 8,000 円、 
学生 2,000 円 

事前参加登録 
受付中!! 

 

5 月 31 日まで 

27 日(土)の夜は懇親会!! 
 
 全国から集まった参加者どう
しの、地域や所属、経験年数や専
門分野の違いを超えた交流と情
報交換を図るため、懇親会を開
催いたします。岩手の郷土料理
や地酒はもちろん、わんこそば
大会などもあるかも……? 
 
●懇親会参加費 
    おひとり 5,000 円 
●事前参加登録とあわせて 
    お申し込みください 



第 28 回視覚障害リハビリテーション研究発表大会 開催のご挨拶 
 大会開催に手を挙げたきっかけは「東日本大震災の教訓をしっかり伝え、残したい」という思いでした。特に
災害弱者、情報弱者になりやすい視覚障害者の安全確保を考えた時、要支援者登録や福祉避難所の準
備は未だに不十分ですので、しっかりと対策を確立しておかなければなりません。 
 今回の大会テーマは「視覚リハの最先端と最前線」です。 
 「現在も日々進歩する最先端の情報をお届けすること」に加えて「視覚リハの最前線、足元の活性化」を
目指してプログラムを構成しました。 
 特別講演は、福島県ロービジョンネットワークの八子恵子先生にお願いしました。最前線である地域での視
覚リハの立ち上げから、有効な当事者支援（スマートサイト）を進めるための注意点・将来の展望までをお聞
きできると思います。 
 シンポジウムは２つ、「最前線でありながらこれまであまり注目されなかった就労のありかた」と「当事者に補助
具を届ける最前線」を取り上げます。特集演題のセッションでは、有効な手段として期待される「スマートサイト」
がしっかりと効果を出し続けるために必要なことについてもディスカッションします。災害対策に関する企画は視
覚障害リハビリテーション協会の防災・減災委員会と共同して企画しました。そして機器展には最新の支援機
器が勢ぞろいします。 
 27 日（土）の懇親会では岩手の郷土料理や地酒もお楽しみいただきます。 
 盛りだくさんの内容です。視覚リハの最前線に活力を与えためにも、多くのかたのご参加を大会スタッフ全員で
お待ちしています。 
                                             大会⾧  佐 渡  一 成  
 
関 連 企 画   ※以下の 2 つの企画は入場無料で、どなたでもご来場いただけます。 
 
◆7 月 27 日（土） 12 時～17 時 ・ 28 日（日）  9 時～14 時 

視覚障害者向け生活用具・機器展示会 

 見えない人・見えにくい人の生活自立に役立つ補助具や便利グッズのメーカーや販売業者が 
 全国から 27 社出展します。 
◆7 月 28 日（日） 14 時～15 時 40 分 

デジタルロービジョンケア実践研修会 iPhone・iPad の活用で視覚障害者の
「わかる・できる」を広げる!!    日本眼科医会との共催企画（社会適応訓練講習会） 
 情報障害・移動障害ともいわれる視覚障害があるからこその ICT 機器の活用につ 
 いて、眼科医と当事者が経験と思索をもとに「熱く(?)」語ります。 
  

第 28 回視覚障害リハビリテーション研究発表大会 事務局 

〒980-0021 宮城県仙台市青葉区中央２-4-11 水晶堂ビル 2 階 さど眼科内 

メール taikai.morioka@jarvi.org 電話 080-2821-6416 
 

※事務局スタッフはいずれも本務のかたわらボランティアで開催準備に取り組んでおり、専門の職員はおりません。そのため、電
話でのお問い合わせに応じることが難しい状況です。ご理解・ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 
         大 会 ⾧:佐渡 一成（視覚障害リハビリテーション協会 理事、さど眼科 院⾧） 
         副 大 会 ⾧: 森  敏郎（岩手県眼科医会 会⾧） 
                  及川 清隆（社会福祉法人岩手県視覚障害者福祉協会 理事⾧） 
 
主催 視覚障害リハビリテーション協会  主管 第 28 回視覚障害リハビリテーション研究発表大会実行委員会 
後援 岩手県眼科医会、岩手県視覚障害者福祉協会、いわて視能訓練士の会、岩手県視聴覚障がい者情報センター、

日本網膜色素変性症協会、日本ロービジョン学会、日本眼科医会、日本視能訓練士協会、視覚支援機器用具
事業者協議会、(社福) 視覚障害者文化振興協会、(特非) 全国視覚障害者情報提供施設協会、全国盲学校
⾧会、日本歩行訓練士会、(社福) 日本盲人社会福祉施設協議会、日本盲導犬協会、アイサポート仙台 


